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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、高齢者の活動を促す新しいリハビリテーションプログラムの開発・
普及である。高齢者の活動低下についての研究（Phase1）、活動プログラムの開発（Phase2）、プログラムの効
果検証及び普及（Phase3）の３つ課題で成り立っている。今回の期間内ではPhase2まで行った。Phase1では対象
者57名に対して、①メモリー加速度計装置での活動記録、③体力測定・活動調査（FAI・LSA）を行い、活動量は
対象者の片足立ち時間やFAI、LSAとの相関が明確となった。Phase2では活動向上プログラムを検討し完成した。
2024年度以降、Phase３プログラム効果実証に向け計画中である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop and disseminate a new rehabilitation
 program to promote activity among the elderly. The study consisted of three tasks: (1) research to 
identify factors that contribute to inactivity among the elderly (Phase 1), (2) development of a 
program to eliminate inactivity (Phase 2), and (3) verification of the effectiveness of the program 
and its dissemination (Phase 3). Within this time frame, the research was conducted up to Phase 2. 
In Phase 1, ①activity recording with a pedometer with a memory accelerometer device and ② physical
 fitness and activity survey (FAI and LSA) were conducted on 57 subjects, and the amount of activity
 revealed a correlation with the subjects' time spent standing on one leg, FAI, and LSA. In Phase 2,
 a program aimed at increasing daily activities was studied, and the program was almost completed in
 FY2023.

研究分野： リハビリテーション医学

キーワード： 高齢者　活動性　加速度計測装置　リハビリテーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
団塊の世代が75歳以上となる2025年を目途に、地域包括ケアシステムの構想が打ち出され、地域リハビリテーシ
ョン支援の重要性が指摘されている。しかし、従来のリハビリテーション医療は筋力増強訓練や関節可動域訓
練、起居動作訓練など身体機能に焦点が当てられ、活動・参加を促すリハビリテーション・プログラムは未熟で
あり、エビデンスも乏しくい。活動・参加の視点に立った新しい総合的・包括的リハビリテーション・プログラ
ムを確立していく事は社会的意義があり、高齢者の日常の活動低下因子を多角的に捉え、その上で、活動・参加
に対しての対策を十分に検討し、リハビリテーションプログラムを開発することは学術的にも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
私たちは平成元年から大田区・品川区・目黒区の近隣 3区において「地域リハビリテーシ 

ョン懇談会」1)2)3)、を主催し、地域リハビリテーション連携に努めてきた。平成１４年か 
らは、品川区福祉部高齢者福祉課と協力し、「品川区リハビリ専門チーム」を発足し、介護 
予防に関する諸事業へのアドバイスを行うなど、近隣地区を中心に地域リハビリテーション 
活動を展開してきた。その中のひとつである「身近でリハビリテーション」（図 1）（高齢者や身
体障害者が日常の中でどこでも気軽に行えるプログラムを療法士が作製し、それを高齢者及び
身体障害者が在宅で自ら行うように習得・指導するプログラム）は、現在でも一部事業所で導 
入されており、このプログラムの成果は、事業施行前と施行後の対象者の体力測定（都老研 
式体力測定）において、有意に施行後の方が向上 4)5)し、日常活動量も施行群の方が有意に向上
した 6)7)8)という報告がなされている。 
要介護者・要支援者の日常での活動や活動パターンを客観的に測定し、活動低下因子や参加制

約因子を多角的に解析し、活動・参加に影響を与える因子を解明し、日常活動性を向上し、参加
を促進するためのリハビリテーション・プログラムを作製する事は、高齢化を迎える我が国にと
っては極めて重要絵あり、私たちは、このプロジェクトを ADA（activate daily activity）project
（日常活動活性化プロジェクト）と命名し、本医局を挙げて地域リハビリテーション活動に邁進
している。 
 
２．研究の目的 
本研究は、要介護者・要支援者の日常での活動や活動パターンを客観的に測定し、活動低 下

因子や参加制約因子を多角的に解析し、活動・参加に影響を与える因子を解明し、日常活 動性
を向上し、参加を促進するためのリハビリテーション・プログラムを作製する事を目的 とする。
本研究は、3つの Phase で構成される。 
Phase１:高齢者の日常での活動量を計測し、疾患や外傷の罹患歴、身体的機能・能力や生活様

式・周辺環境などの各因子の関与について明らかにする。 
Phase２: 日常活動に マイナスに作用した因子を軽減・解消していくための対策を検討し、活

動・参加を向上させるための総合的・包括的リハビリテーション・プログラムを作製する。 
Phase３：本プログ ラムの有用性について検証し、普及していく。今回の研究機関では、Phase

１・Phase２までを行った。 
 
３．研究の方法 
 Phase１として、研究に賛同し、同意を得られた 60 歳以上の高齢者 60 名（74.0±8.0 歳；男
性 24 名、女性 36 名）多メモリー加速度計測装置付き万歩計（ライフコーダ）を朝起床時に装
着、就寝まで測定し、活動量の指標として、活動時間（運動強度１以上の時間）、運動量、歩数
を 1 年間測定した。また、体力指標として、握力（左右平均）、５ｍ最速歩行時間、TUG、30 秒間
立ち上がり回数、開眼片足立ち時間を 1年間に 4回測定し、活動指標として FAI、LSA を 1 年間
に 4 回聴取した。また、一日当たりの活動時間（運動強度１以上の時間）、運動量、歩数と体力
及び活動指数それぞれについて相関（スピアマン順位相関）を調べた。Phase２として、日常活
動に マイナスに作用した因子を軽減・解消していくための対策を検討し、活動・参加を向上さ
せるための総合的・包括的リハビリテーション・プログラムを作製した。 
 
４．研究成果 

Phase１ 
対象者の活動量の指標とした活動時間、運動量、歩数のそれぞれの平均は、活動時間は 1.12

±0.6 時間、運動量は 147±88kcal、歩数は 6471±3673 歩であった。また、体力指標の平均は、
握力は 25.7±7.9kg、５ｍ最速歩行時間は 7.6±4.9 秒、TUG は 10.8±7.8 秒、30 秒間立ち上が
り回数は 20±8.3 回、開眼片足立ち時間は 66.5±50 秒であり、活動指標の平均は、FAI は 31.3
±7.7、LSＡは 104.1±25.3 であった。年齢とそれぞれの指標の相関においては、高齢になるほ
ど活動量の低下を示し、体力指標と活動指標は低下した（図１）。活動量指数の活動時間、運動
量、歩数それぞれと、体力指標及び活動指標の各項目についての相関（スピアマン順位相関）に
おいては、開眼片足立ち時間、FAI、LSA において有意な相関関係を認めた（図２）。 
以上より、開眼片足立ちは、ダイナミック・フラミンゴ療法にも応用されており、転倒リスク・

骨粗鬆症リスクを低下させるとの報告 9)10)があり、また、閉眼片足立ち時間が増える事で活動性
が向上する可能性がある。FAI は日常活動の頻度、LSA は移動範囲の指標であり、日常生活での
活動の頻度・範囲と相互に影響し合っていると考えられた。これにより、高齢者の活動性を向上
させるためプログラムには、高齢者自らが主体性をもって、活動内容や範囲を拡大する行動を促
すプログラムが必要であることが示唆された。 



図１）                 図２） 

 
 
Phase2 

Phase１の結果を踏まえて、高齢者の活動性を向上させるためには、高齢者自らが主体性をも
って、活動内容や範囲を拡大する行動を促すプログラムが必要であることが重要であることが
考えられ、下記のような日常的に行う生活活動を自ら計画し、日常の中で実行し記録し、それに
第三者が介入し、2 週間から 1 か月ごとに修正を加えていくプログラムを開発した（図３）。こ
のプログラムを ADA（activate daily activity：日常活動活性化）プログラムと命名している。 
 
図３）ADA（activate daily activity：日常活動活性化）プログラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Phase3 

 今後、2024 年度以降、このプログラムの効果検証のための研究計画及び普及活動について検 

討中である。 
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